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「下呂温泉の交流産業振興に関する調査研究」結果について 

 
□調査研究の趣旨 
・ 日本三大名湯の１つ（草津温泉、有

馬温泉、下呂温泉） 
・ 宿泊者数の減少。 

約 165 万人（Ｈ２年度／ピーク時） 

⇒ 約 102 万人（Ｈ16 年度） 
・ 下呂温泉の自律的な発展を目指し

て、地元が主体となり、地元が合意

できる観光まちづくりのビジョン

策定を支援する調査研究を行った。 
 
□調査研究結果のポイント 

下呂温泉の観光まちづくりビジョンと提言

基本理念

推進体制

目 標

展開方策

『気づき』と『協働』によるおもてなしのまちづくり

健康保養と美容促進の温泉まち

(1)街のイメージづくり『雰囲気づくり』 (2)清潔な街づくり
(3)潤いのある街づくり『花と木』 (4)観光スポットづくり『名所づくり』
(5)温泉情緒ある街づくり (6)食・遊『観る！歩く！食べる！』
(7)自然の景観『川、谷、山』 (8)人づくり

(1)「事業者や住民」の取組 (2)「行政」への取組提案
①短期的（１年後） ②中期的（３年後） ③長期的（１０年後）

 
・ 観光まちづくりに向けた今後の対応 
下呂温泉では、事業者や住民、行政ができることを実行するための活動を進め、観光

客の評価を受けて見直しながら取組を継続する。このことが、観光まちづくりビジョ

ンを実現することにつながる。 
 
□担当者コメント 
・ この調査研究は、下呂温泉の事業者や住民、行政が、観光まちづくりビジョンを実現

するための第一歩であり、経済的な効果を下呂温泉にもたらすための第一歩である。 
・ 今後、下呂温泉がその統一したビジョンの実現に向けて地域が一体となった取り組み

を行い、自律的な地域の発展につながることを期待する。 
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限定的な効果に留まっ
ている。

＜下呂温泉＞

旅館組合

観光協会

商工会等

観光客を誘致するた
めの様々な取り組み

まち全体として合意
された地域の将来
ビジョン（方向性）
がはっきりしていな
い

今までの下呂温泉の取組


